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いうこと、以上 4 つの点が明らかとなった。 
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 ハイデガーはナチスとの関わりが取りざたされる 1930 年代にニーチェ哲学と取り
組み始めたと言われている。『ニーチェ』全 2 巻は、フライブルク大学で講じられた
10 の講義からなる大部なものであるが、最初の第 1 講「芸術としての力への意志」
は 1936/37 年の冬学期、多少順番が前後して第 7 講「ニヒリズムの存在史的規定」は
















主に『ニーチェ』第 2 巻の第 6 講「ニーチェの形而上学」と第 7 講「ニヒリズムの存
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在史的規定」に基づいて考察を進めることとする。 






























































































































































































































─  ─ 94
すべき者」の取り集めと現前が、同時に、存在が隠れることでもあるという事態を示


















































































































































































































─  ─ 100
注 
 
『ハイデガー全集』（M. Heidegger, Gesamtausgabe,Frankfurt am Main, Vittorio Klostermann, 
1975-）からの引用は、GA という略号の後に巻数、さらにカンマで区切ってページ数を記す。 
 
『ニーチェ全集』（F. Nietzsche, Sämtliche Werke: Kritische Studienausgabe. Hrsg. von G. 
Colli und M. Montinari. München, Berlin/New York, 1980.）からの引用は、著作については、
以下の略号を用いた上で、論文番号をローマ数字で、節番号をアラビア数字で示す。 
 FW: Die fröhliche Wissenschaft. KSA, Bd.3, S.343-651. 
 JGB: Jenseits von Gut und Böse. KSA, Bd.5, S.9-243. 





1 本稿は第 35 回日本現象学会（2013/11/10（日）於・名古屋大学）でのワークショップでの発
表を元に、大幅な加筆訂正を行ったものである。 
2 GM, Vorrede 5 




4 November 1887-März 1888, 11[411] 








7 Herbst 1887, 9[35] 1 
8 GA9, S.312 
9 Ereignis（性起）と Enteignis（脱性起）、Zuwendung（向かってくること）と Entzug（抜け去る
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1888, 11[73]) 
11 Herbst 1887, 9[38] 
12 FW, V 374 
13 ibid. 
14「世界はおのれの背後にいかなる意味も隠しておらず、むしろ、無数の意味を持っているの
である――「パースペクティヴィズム」」(Ende 1886-Frühjahr 1887, 7[60])。 















19 Herbst 1887, 9[35] 
20 November 1887-März 1888, 11[411] 3 









の 328 頁以下を参照。 
23 前項で引用した Sommer1886-Herbst1887, 5[71]の遺稿は、クレーナー版『力への意志』で
は、§4, 5, 114, 55 の 4 つに区分され、Herbst 1887, 9[35]の遺稿はクレーナー版では§23, 2, 22, 
13 の 4 つに区分され、文言もいくらか変更されている。ここから、ニヒリズムを受動的ニヒリ
ズムと能動的ニヒリズムの 2 つに区分し、後者をニーチェの立場とみなす解釈が生じてくる。 
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24 GA6-2, S.277 
25 ibid.  
26 id., S.14 
27 1966 年の『シュピーゲル』誌によるインタビューの中で、ハイデガー自身もそのように述
べている（vgl. GA16, S.664）。 



















32 GA6-2, S.15f. 




36 GA79, S.27 生前公刊された「技術への問い」においては、ガス室や絶滅収容所の下りが省
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Summary 
 Die Abhandlung zielt auf die Bestimmung des Nihilismus in Heideggers 
Seinsdenken, und behandelt folgende Themen: (1)Heideggers 
Auseinandersetzung mit Nietzsches Nihilismus, (2)Nihilismus in Heideggers 
Interpretation von Metaphysikgeschichte. Es wurde gezeigt, dass Heideggers 
Auseinandersetzung mit Nietzsche bleibt auf Aspekte beschränkt, die für seine 
Konstruktion von Metaphysikgeschichte ergiebig sind, und dass das Wesen des 
Nihilismus als Metaphysik in Vorherschafft der moderne Technik als »Gestell« 
besteht, aber die Verwindung der Nihilismus gerät in ein grosses Dilemma. 
 
 
